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・ブタ由来のA型H1N1。

・潜伏期 1－7日（季節性は2-5日）。

・感染力（1人の患者が感染させる人数） 2.0－2.4人（季節性は1.3人）。

・5－19歳が発症者の58%を占める。

・季節性に比べ、肺炎になりやすい。

・慢性疾患（特に喘息を含む呼吸器疾患）を患っている人が重症化しやすい。

・妊婦も重症化する傾向がある。

・致死率 0.3－1.5%（季節性は0.1%以下）。

・インフルエンザ抗原迅速検査は発熱初日は陰性のことが多い。発熱翌日の検出率が最も高いがそれでも40－80%。

・タミフル◯は、解熱までの期間を1日短縮させるが、肺炎や脳症の予防効果は乏しい。1歳未満の安全性は不
明で、10歳代は精神症状を来たす可能性があり、治療による有益性が危険性を上回ると判断したときに処方。

・リレンザ◯は喘息発作を引き起こすこともある。

・ワクチンは、発症、重症化の抑制効果あり。インフルエンザ患者を診察する医療従事者、妊婦、重篤な慢性
疾患、1歳-就学前の幼児、乳幼児の両親に優先接種。

おおいた地域医療支援システム構築事業
津久見市の小児医療・小児保健の向上を目指して

こどもの病気対策法⑮
大分大学地域医療・小児科分野　是 松 聖 悟
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